
第三者の財物に損害を与えた場合
保険金受け取りまでの手順

ステップ１（事故報告）
1 ) 学校の担当者や実習指導者に、事故発生（財物に損害与えたこと）を連絡してください。
2 ) 損害を与えた財物の写真を撮影し、保存してください。
3 ) ②「Wil l」賠償事故報告書を印刷してください。
4 ) 記入例を参考に事故報告書の必要事項を記入し、学校に提出してください。
5 ) 学校から「Will」事務局に事故報告書が送られます。

○ ステップ１で、ご注意頂きたい事項 ○

補償の範囲

対物事故に対応する
保険の種類

事故報告の期限

事故報告の方法

プライベートを含む 24 時間の賠償責任事故を補償します。

当該事故でご自身が負傷した場合は、傷害保険の保険金を受け取れます。
学生さんは、ご加入のタイプに該当する事故であることをご確認のうえ、傷害
保険の保険金請求も行ってください。

事故報告は、可能な限り速やかに行ってください。

原則的に各種の事故報告は、事故発生日から30日以内の事故報告をお願いして
います。
但し、賠償責任に関わる事故については、被害者との協議をスムーズに行うために、
事故が発生したら直ちに報告をお願いします。

保険金請求権の時効は 3 年間ありますので、30 日を過ぎても補償に問題ありま
せんが、事故との因果関係の証明を求められる場合があります。

事故報告は必ず学校を通じて行ってください。

学校が記名・捺印する項目があります。

臨地実習中や学内演習中の受託物（預かり物）の事故が多く発生するため、財物
損害に対する補償（対物補償）については、個人賠償責任保険と受託物賠償責任
保険の両方の補償を付保しています。事故報告等の際にはご注意ください。

他人の財物に損害を与えた場合
預かり物を損壊・盗取された場合
預かり物を紛失した場合

鍵の紛失・盗取された場合

＝ 個人賠償責任保険での補償
＝ 受託者賠償責任保険での補償
＝ 受託者賠償責任保険での補償（教職員）
＝ 共済制度での補償（学生）
＝ 受託者賠償責任保険での補償
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○ ステップ2で、ご注意頂きたい事項 ○

ステップ 2（保険金の請求）
6 ) 請求に必要な書類の準備。
7 ) 学校に郵送される保険金の請求書類を受け取ってください。
8 ) 保険金請求書にご記入のうえ、必要書類を添付し、返送してください。

保険金の請求に当たっては、下記の書類が必要となります。
必要となる書類は大切に保管しておいてください。

請求に必要な書類
対物事故の場合に必要な書類

① 保険金請求書
②示談書 (提出が必要な場合のみ郵送されます）

④ 領収書（原本）
⑤ 破損物の写真

③ 修理等の見積書または修理不能証明書

ステップ 3（保険金の受け取り）
9 ) 保険金が、保険金請求書にご記入頂いたご指定口座へ入金されます。

＊時価額
＊再調達価額
＊減価償却

：  壊れた時点での評価額（減価償却を行った後の価額）
：  事故発生現在、同じものを購入する場合の価格
：  使用および時間経過による財物の価値減少

補償額の算定

対物事故の賠償責任の範囲は、原則として「原状復帰」です。これに則り、損害保険
における補償額は、次のとおり算定されます。

要した修理費（但し、修理費が時価額より低い場合）。
時価額と再調達額とを比べて、安価な方がお支払する保険金額
です。

過失割合

Will を含め、全ての個人賠償責任保険は、発生した損害額のうち、ご加入者の過失
割合分（法的に負う賠償責任：必ずしも損害額全額ではない）について保険金を
お支払いする仕組みになっていますのでご注意ください。
※ 過失割合 … 起こった事故について、お互いの過失（不注意）の度合いを割合で表したもの。

お支払いする保険金 ＝ 被害者の損害額×学生さんの過失割合
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修理ができる場合
修理が不能な場合 



2000

4 2

4 22

4

0

540 540

破損に至った原因・状況を
詳しくご記入ください

自筆でなくても構いま
せん（代筆可）。
事故状況は、なるべく詳
しくご記入ください。

被害者が個人の場合は、
氏名をフルネームでご記入
ください。

被保険者未成年（20才未満）
の場合は、必ず親権者欄の
ご記入をお願いします。

補償金額の算定に必要な
項目です。

養成施設に記入・捺印し
ていただく欄になります。

対物賠償事故　報告書記入例




